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自然 界 に お ける クロ アゲ ハ と モン キア ゲハ の 雑 交 
田 中 ui 


An interspecific hybridization between Papilio protenor and P. helenus in nature 


By Axıra TANAKA 


研究 室 に お ける 蝶 の 竹 間 交配 は 必ず し も 困難 で な い が , 野外 に お いて 種 間 交 配 が お こり 種 間 雑 種 の 出現 する こと と 
は 極め て まれ で ある 。 筆者 は 野外 で 採取 し た クロ アゲ ハ (Papilio protenor demetrius CRAMER) より 得 た 卵 か 
ら , 飼育 に より クロ アゲ ハ と モン キア ゲハ (Papilio helenus nicconicolens BOTLER) の 間 の 雑種 と 思わ れる 3 個 
体 の 成虫 を 得 た の で 報告 する 。 

採集 お よび 飼育 経過 

筆者 は 1962 年 5 月 6 日 , 鹿児島 市 棚 荷 町 の ツ ッ ジ の 花 上 で クロ アゲ ハ 1 ゃ (Figs. 1, 2) を 採取 し , 飼育 箱 中 で 
ミカ ン の 1 種 に 産卵 させ て , 5 月 10 日 に 葉 と 枝 に 産み つけ られ た 5 卵 を 侍 た 。 母 蝶 は 5 月 13 日 に 死亡 し た 。 5 卵 中 
1 卵 は 発生 開始 の 兆 が 現われ な か っ た が , 残り の 4 卵 は ふ化 し た 。 幼虫 は ミカ ン の 類 で 順調 に 生育 し た 。 4 幼虫 と 
も 完全 に 老 熟 し , 6 月 5 日 より 暴 化 を 始め て 次 の よう な 経過 を と っ た 。 

(A) 6A5 Alt GREH - 一 > 6 月 17 日 羽化 $ (Figs. 3, 4) 
(B) 6 月 7 Baik GEM) 一 > 6 月 19 日 羽化 $ (Figs. 5, 6) 
(C) 6A 9 AABIL CREM, 糸 が は ずれ て や や 不 完全 ) 一 > 6 月 21 日 羽化 $ (Figs. 7, 8) 
(D) 6 月 13 日 曳 化 (途中 で 落下 し て 不 完全 ) 一 > 6 月 25 日 頃 死亡 
雑種 幼虫 お よび 晴 の 形態 

雑種 幼虫 は (当時 雑種 で ある と と は わか ら な か っ た ) 同時 に 飼育 し て いた モン キア ゲハ の 幼虫 と 比較 し た が , E 
信 で は は と ん ど 区 別 す る と と は で き な か っ た 。 雑種 の 終 令 幼虫 は 第 6 腹 節 に ある 斜 帯 が 連続 し て いて , 不 連続 の モ 
ン キ アゲ ハ の 終 令 幼虫 と は 明らか に 異な っ て いた 。 

雑種 幅 の 腹面 の 胸部 と 腹部 の 聞 の 角度 は モン キア ゲハ と クロ アゲ ハ の 時 の 同 部 の 角度 の ほ ば 中 間 で , や や モ 7 
ァ ゲ ハ に 近い よう で あっ た (Fig, 9 一 14)。 疲 の 大 き さ は 同時 に 飼育 し た モン キア ゲハ の WED LOETA o H, 

雑種 成虫 の 色彩 , 形態 

次 形 は Figs, 3~8 で 明らか な よう に モン キア ゲハ に 近い よう で ある 。 各 個体 に つい て モン キア ゲハ と クロ アゲ 
ハ と 比較 する と 次 の よう に な る 。 

A 個体 の 表面 (Fig. 3) 

A: O 開 長 約 106 mm。 OMAR (最長 部 の 長 さ ) は 右 燃 57 mm, 左 次 58 mm。⑧③ 中 室 の 由 鱗 は や や モン キア 
ゲハ に 似 て いる が 他 は 両親 の 中 間 で ある 。 

BA: 〇 モン キア ゲハ の 特徴 で ある 日 紋 は 第 5 一 7 の 各 室 に 存在 する が , 黒色 部 と の 境界 は モン キア ゲハ の よう に 
明確 で は な く , 徐々 に 白 鱗 は 少な く な っ て 黒色 部 に 続い て いる 。 ②③ クロ アゲ ハ 3 の 特徴 で ある 第 7 室 前 方 の 白 帯 は 
モン キア ゲハ の 第 7 BON MICHEL THD THOS, クロ アゲ ハ ほ ど 明 瞳 で は な い 。 OB 1b 室 に 赤色 に 近い 
三日月 紋 が 見 られ る 。④ 右 燃 の 第 la, 第 1b, 第 2 室 , 第 3 室 に 鱗粉 形成 の 不 完全 な 部 分 が ある 。 

A 個 体 の 裏面 (Fig. 4) 
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Figs, 9 一 14 7uTPLEVAT TOMO I 





BA: CHIZ OT TAD LA CAHAR TORODD, モン キア ゲハ の よう 帯状 で も な く 両 者 の 中 間 
TCHS. QHUOPRIb, 第 2 室 の 緑 に 鱗粉 形成 の 不 完全 な 部 分 が ある 。 
RA: ①⑪ 白 紋 は 第 6 , 第 7 室 に どく わずか に 痕跡 と し て 存在 し て いる が , クロ アゲ ハ と は ほとんど 区 別 が つか な い 程 
度 で ある 。 第 1b, 第 2, 第 6, 第 7 の 各 室 に 棒 色 の 三日月 紋 が あら われ て いる が , 第 1b 室 の も の は 椿 円 枚 と な っ 
て いる 。③ 右 燃 の 第 14, 第 1b, 第 2 室 に 鱗粉 形成 の 不 完全 な 部 分 が ある 。 

B 個 体 の 表面 (Fig. 5) 
HOY : ① 開 張 約 110 mm, OBEA 60mm, A60 mm で A と 同様 で ある 。 
RU: ① 白 絞 と 白 帯 は A と 同じ 室 に ある が , A よ り 大 きく 明 藤 で 境界 も か な り は っ きり し て いる 。@ 錠 1D 室 の 椅 色 
終 は ほぼ ば 円 紋 と な っ て いる 。 ま た 鱗粉 の 形成 は 前 後 次 と も 完全 で ある 。 

BAD Riki (Fig. 6) 
Ha: ALO ARORASZW, 
RU: OABULE 5, 第 6 第 7 室 で A に 比べ て 相当 明 腔 に あら われ て いる が , モン キア ゲハ の よう た 明瞭 な 境界 
は な く , より 小型 で ある 。 QOBRO=AA MIS 2 一 第 7 室 に ある が , 第 3 ~i 5 室 で は 小 円 紋 に すぎ な い 。③ 第 
1b 室 で は 椿 円 形 の 棒 色 紋 と な っ て いる 。 

な お 全体 の 次 形 は モン キア ゲハ に 似 て いる が , 後 次 は や や ク ロア ゲハ に 近い よう で ある 。 

C 個 体 の 表面 (Fig. 7) 
由 化 の 途中 に 糸 が 切れ た の で 羽化 が 不 完全 で あっ た 。 
DIZ: ① 開 張 約 99 mm, OMARI 2 54mm, 51mm, CHAP 2 室 の 縁 に 0.5mm 位 の 小穴 が あり , 右 
燃 第 1b 室 と 左 赴 第 2 室 の 基部 に 小さ な 鱗粉 不 完全 の 点 が ある 。 他 は A, B と 同様 。 
後 超 : 白 紋 と 白 帯 は A と 同じ 位置 に ある が , 大 き さ は A, B の 中 間 で ある 。 

と 個体 の 裏面 (Fig. 8) 
Ava: A と 同様 。 
RA: 百 紋 の 位置 は A と 同様 で ある が , 第 6 室 の 紋 は A よ り 明 了 瞭 で ある 。 樽 色 紋 は A と 同様 で ある 。 

5 R 

クロ アゲ ハ と モン キア ゲハ の 間 の 研究 室 に お ける 種 間 雑種 は 阿 江 (1962a , b) に よっ て 報告 され て いる が , 自 
座 界 に お ける 雑種 の 報告 は な い 。 筆者 の 得 た 3 個体 は と ま か い 点 を 除け ば 上 記 の 研究 室 に お ける 種 間 雑 種 と 同様 の 
特徴 を 有 し て いる の で , 筆者 の 採取 し た ク ロア ゲハ を は 野外 に お いて モ ン キ アゲ ハ る と 交尾 し た と と は 間違い な い 
こ 選 われ る 。 詳 細 な 比較 は 研究 室 に お ける 種 間 雑種 標本 多数 と 比較 し な けれ ば な ら な い の で , まだ 試み る 機会 が な 
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い 。 終 令 幼虫 の 腹部 第 6 節 の 斜 帯 は 筆者 の 場合 , 連続 で ちっ た が , 阿 江 の 場合 は 不 連続 で あり , 成虫 で は 研究 室 の 
雑種 に 表 わ れ る 後 炊 裏 面白 紋 基部 の 赤色 鱗 が 存在 し な いと と が 主要 な 相違 点 で ある 。 

筆者 は 同年 6 ALLA AIRE, また 他 の 2 名 の 研究 者 は 6 A FORRO 採取 され た 附近 で 採集 を 行なっ た が 
雑種 らし い 個 体 は 採集 , 目撃 と も に 出来 な か っ た 。 

要 約 

鹿児島 市 で 採取 し た クロ アゲ ハ を を より 採卵 し て 得 た 5 卵 よ り , ク ロア ゲハ と モン キア ゲハ の 種 間 雑 種 と 推定 され 
る 成虫 3 $ る を 得 た 。 こ と これら の 個体 は モン キア ゲハ と クロ アゲ ハ の 両 種 の 特徴 を 有 し , 阿 江 に よっ て 得 られ た 研究 
室 に お ける 種 間 雑 種 と ほぼ 同様 で あっ た 。 従っ て 上 記 の クロ アゲ ハ \ は 野外 に お いて モン キア ゲハ @ て 交配 し た も 


の と 考え られ る 。 
後 記 


と の 発表 に あたり , いろ いろ と 御 指導 を 仰ぎ , また 報 文 作製 に 御 協 力 を いた だ いた 南山 大 学 の 阿 江 茂 先生 , BER 
島 昆虫 同好 会 の 福田 晴夫 氏 , 兄 田中 洋 (に 文末 を 借り て 深く 感謝 の 意 を 表し ます 。 
(付記 ) な お 個体 C の 染色体 を 関西 学院 大 学 の 前 木 孝 道 先生 , 交尾 器 を 九州 大 学 の 白水 隆 先生 に お 送り し て 調べ 
て 頂い た 。 前 木 先 生 よ り は , 筆者 の カル ノワ 液 の 固定 が 十分 で な か っ た た め , 染色 体 は 見 られ な か っ た が 精 洒 の 状 
態 は クロ アゲ ハ と モン キア ゲハ の 雑種 と 同様 で も る と いう お 知ら せ を 頂い た 。 ま た 白水 先生 より は , 交尾 和 益 に お い 
て も クロ アゲ ハ と モン キア ゲハ の 中 間 で ある と お 教え 頂い た 。 より くわ し い 報 告 は それ ぞ れ 両 先生 より 発表 し て い 
た だ く よ う お 願い し て ある 。 い ろ い ろ と 御 指導 を いた だ いた 両 先生 に 厚く 御礼 申し 上 げ ま す 。 
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SUMMARY 


Five eggs were obtained from a Papilio protenor female which was collected at Kagoshima City, 
Kyushu, Japan by the writer, Four larvae hatched from these eggs and all of the larvae reach- 
ed their mature stages and the pupations occured, However, two of them were not perfect, Three 
male adults emerged from them and these individuals showed the intermediate characters betwe- 
en P, protenor and P, helenus (see Figs, 3~8), They are approximately the same with the inter- 
specific hybrids between P, protenor and P. helenus, which were obtained at the laboratory by 
Ae (1962a,b). Therefore, it is presumed that the above P. protenor female copulated with P, helenus 
male in nature and the interspecific hybrids were obtained, 











大 分 県 下 で メス アカ ムラ サキ を 採る 
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196549 月 17 日 , 24 号 台風 が , 九州 を か すっ て 去っ た 翌日 海岸 に 面 し た 高台 に 位置 し た 大 分 県 杵築 市 城山 公園 
ic, 足 を 伸 ば し た 所 , 盛夏 を 思 は せる 強烈 な 日 射 し に 照ら され た 新鮮 な メス アカ ムラ サキ 1 6 を 目撃 , これ を 写真 
撮影 後 , 採集 し た 。 採集 の 際 , 他 の タテ ハチ ョ ウ 類 に 見 られ る よう に , 再び も と の 静止 位置 に も ご る 性 質 が 認め ら 
れ た 。 

同定 は 白水 隆 先生 を わ ず ら は し, 標本 は 九州 大 学 に 保管 され て いま す 。 白水 先生 に よれ ば 大 分 県 下 の 木 種 の 採集 
例 は , 佐賀 関 町 に 3 例 が ある だ け の 由 で す 。 


1 ) 大 分 県 大 分 市 大 字 飼 九州 石油 社宅 A211 
2) 梅木 薄 平 , 九州 の 蝶 , 1 (2) : 15 (1957)。 1952.9.15 (1 2), 9.23 (13), 1955.9 (1 9) の 3 例 。 
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